静岡サッカー協会4種委員会

指導者資格規定

静岡サッカー協会4種委員会（静岡県サッカー協会中部支部四種委員会）では、練習、試合において指導する全指導者に、下記のように指導資格の取得を義務づけています。

１　団に１名以上の公認C級（旧準指導員）資格以上の取得指導者をおくこと。

２　指導者は全員、公認D級以上を取得してあること。

３　資格のない指導者は、当該年度中に資格を取得すること。

４　複数年指導する指導者、あるいは団の中心的指導者は、C級コーチ資格以上を取得することが望ましい。

５　キッズＵ９ジュニアボーイリーグを除くすべての公式戦において、ベンチ入りスタッフは、すべて資格取得済みであること（指導者資格証を携帯すること）。キッズＵ９ジュニアボーイリーグについては、ベンチ入りする者の1名以上が資格取得者であること（指導者資格証を携帯すること）。
６　青葉リーグ（ただしＺリーグを除く）に限り、資格取得指導者が審判を行う場合や急病の場合等やむを得ずベンチ入りできない場合には、他の者がベンチ入りすることを可とするが、試合前に必ず相手チーム及び本部にその旨を伝えること。
７　指導者は登録制とする（青葉リーグプログラムへの掲載）。年度途中からの追加指導者は、そのつど委員会に登録すること。

８　指導者は、資格があることで満足せず、絶えず自身の指導力向上に努めること。

委員会としては、以上のことは規定というよりも、プレーすることに目を輝かす少年少女を指導するに当たって、当然のことと認識しています。各指導員のさらなる指導力向上に期待します。

（2004年4月制定）
（2007年4月追記）キッズ・カテゴリー指導者全員に、平成２２年３月までにキッズ・リーダー資格取得を義務づける。
（2008年4月追記）注：キッズ・カテゴリーとはU10である。
（2015年4月削除）Ｃ級以上の指導者がいない場合の記載を削除（あり得ないため）

（2017年4月改正）県協会の無資格指導者のベンチ入り禁止に伴う改正

